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ALOS、ALOS-2のデータ利用状況
及び

ALOS-3、4の開発進捗とデータ配布方針について



分 野 目 的 利 用 状 況

公共の安全
の確保

国内及びアジア地
域等の災害時の情
報把握

• 東日本大震災では400シーン以上の撮影を行い、政府の情報集約に貢献
湛水面積把握、地殻変動の面的把握、土砂災害危険箇所の点検、沿岸漂流物面積把握等

• 緊急観測件数は総計315件（国内57件、海外258件）
• センチネルアジアに対して、フィリピン・マヨン山、パキスタン洪水等102件の災害観測画像を提供
• 国際災害チャータに対して、ハイチ地震観測等148件の災害観測画像を提供

地殻変動予測監視 • 地震調査研究推進本部は、パンシャープンカラー立体視画像等より活断層の位置情報を把握するため「だ
いち」データを利用

国土保全・
管理

国土情報の蓄積 • 国土地理院は、国内の地図更新に使用、電子国土ポータルにて公開するとともに、北方領土や南極地形
図の修正を実施

• 海上保安庁は、冬季オホーツク海の海氷観測に「だいち」データを定常的利用（週2～4回提供）
• 環境省は、東アジア、ミクロネシア、メラネシアの最新サンゴ礁の分布図を作成・整備
• 環境省は、自然環境保全基礎調査として、未整備地域の植生図を作成
• 環境省は、衛星画像を活用した産業廃棄物の不法投棄等の未然防止・拡大防止対策のモデル事業を10
道府県と4市で実施し、効果を検証

• 国や地方自治体が行っている植生調査や森林管理などでの利用に向け、50m分解能の日本全域の高精
度土地利用・土地被覆図を作成

食料供給の
円滑化

穀物等の生育状況
や品質等の把握

• 農水省は、科学的かつ効率的な水稲作付面積求積手法の開発・検証を8市町村で実施

• 農業共済組合連合会等は、水稲共済における衛星画像を活用した損害評価方法の確立のため「だいち」
データを利用

資源エネル
ギー供給の
円滑化

陸域及び海底の石
油・鉱物の調査

• 経済産業省は、石油天然ガス等地下資源の探鉱・開発・生産の諸活動に資する有用情報（地形・地質、立
地状況、海底油田賦存の指標となるオイルスリック、EOR等地中操作に伴う地表変形等）をPALSARデータか
ら抽出する技術の高度化の研究、及び前記諸活動のための基盤データの整備・蓄積を実施

地球規模の
環境問題解
決

温室効果ガスの吸
収源となる森林の
変化監視

• ブラジル国は、アマゾンの違法森林伐採等の摘発のため、ALOSデータの即時利用を行うとともに、森林変
化抽出システムを開発、森林伐採が大幅に減少

• REDD+（途上国の森林減少・劣化に由来する二酸化炭素排出量削減）への適用を目指し、世界最高精度の
全球森林／非森林分類図を10m分解能で作成

ALOSの主な成果 ～各分野における利用状況～
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